





























































































義士香煙（かうのけふり）を認て薄命を歎話 議論I （趨子 ・恕介）
雪夜騒客（みやびひと）を訪て謀を定話
義二郎の仇討
九 花街情人 （なじみ）を会 （つどひ）て仇を窺話
直助の仇討
五 議論N （義二郎 ・直助）
十
両尼 （ふたりのあま）松岳に践を隠話 麹子、出家する








































































































だか こと つIfら えんじ ね ごと Iiこ ゆきこしょ く
寛ーが火急なるより事を詳にせず、燕二が根なし言に誇り、雪児が燭を乗











第二回 議論I （亘・深谷） 士道について
第三回 議論H （麹子・義二郎） 君臣の道について
第八回 議論皿 （麹子・恕介） 狂歌について
第九回 議論W （義二郎・直助） 君臣の道について













ほか さぶり乙みち みも いで
の外に、又ひとつの士の道てふものありて、道ならぬ事いひ出て其事し






































































たずのをみなあさっと おき よ はや いね たはれめ あさ おき よ いねず たずのをみな
良家は朝夙に起て夜は早く寝、妓家は朝おそく起て夜は不寝。良 家は
ことばおはかりずいつはりこといはず たはれめ 二とばおほくいつはりをつね：ー す た fのをみな うみつむぐ わざ
言語不多不 食 言 、妓家は言語多 常食 言。良 家は紡績を業とし
わさ’ さけのも た中と たずのをみな む、とせひと
て誠痛飲、妓家は紡績を業とせずして痛飲を尚ぶ。良家は百年一箇
たはれめ ひとよみたりょた；） さやく むかA、る てがり
の男子を守りて再び醸せざるを貴び、妓家は一夜三四の嬢客を接を栄
み ところ あIfつりふとき たはれうた ことばすきびすがた
とす。其見る処をもて論時は狂歌の詞俗体くだりたる、いかでか









りゃうか をみなたかり むさぼ みさをうしな ねたみ たくましく ょっぎ たち いろ すさひ
されど、良家の婦人財を貧りて節を失ひ、妬を逗して嗣を断、経に荒
いへ わさはひ ことばたくみ おとし わか よみびとあひきこえかん かも さかもり If＼・
て家に禍し、言を巧にして人を陥、和歌の作者相聞姦を醸し、宴に陪























〉句はきみはとけみち いさ’なはず わらは おにいはや みちi.Yi>,
あり。妾君を仏の道に不唱、君妾を鬼の窟にな導そ」と言い、 一晩同宿
つぐのひ ゃなぎば にし しゅんすゐに ひがしのかたたちわか
した後、「翌日、柳葉は西へ、春水尼（＊麹子）は東方へ立別れぬjと結ば
れるなど、各人がそれぞれの「志」を持ち、あるべき道に進む姿が描かれてい


























支銭安ζι交長~L忠良ゑ。 （ 2 ）翠麹は隣家に住む金重と婚約したものの、





次々と処刑する 。 明山の死後、 業勢。悪業~尽ゑゑ。 （ 6）翠麹は金重と
再会し、 （7 ）尼となり身を潔くして一生を終える。
一方、『濡衣双紙』の対応箇所を梗概にすると、以下のようになる。
















































ひとひら たんざくこがねかんきし てうつはち なげおと
（＊麹子は） 一枚の短冊を金の叙にまとひて洗手盤のあたりに投落せば、
石にあたりてチンと響くを、あやしび、障子ひらきて義二郎立出るに、見
じ すきま の才きみ と）
られじと、麹子は楼の障子ひきよせて透間より覗見る。義二郎は叙取
きみやとわがやど かさ っぱた ま
あげ結付たるをひらき見るに、「君が宿我宿わくる燕子花うつろはぬ聞に
見るよしもかな」といへる伊勢がよまれたる歌を書付る。（中略）（＊義こ



























キシチヤウ オモヒ タヘカ不スイキヤウ ヒザ ウヘ イダ カホ 7モ’I・；メ
金重、情思ニ禁不住翠麹ヲ膝ノ上ニ抱キアゲ翠麹ガ験ヲ熟視モノヲモ云
ヰ スイギJヤウ サト キミ ジヤネ〆
ハズニ居ケレバ、翠麹、コレヲ悟リテ、「郎マタ邪念ヲオコシ玉ヘリ。妾
ポク七キ ヲンナミ 7壬 ヤキモノマモ
モモトヨリ木石ニアラズ。心ナキニハアラネト、女ノ身ヲ守ルハ磁器ヲ守




ミダ リ オンヘ キノチ Jヤウテ スヰキーヤゥ
淫蕩ナルコトヲ議玉フハイカマゾヤJト云。金重モ手モチアシク翠麹
ヒ仲 ヲロ キミコトモソトモ ワレ ワレ
ヲ膝ヨリ下シ。「卿ガ言有理々々。吾オヨバズ。吾オヨバズ」トテ、又シ




たか こ ねや ワラハ
義二郎、麹子が手をとりて閏に入らんとす。麹子いふ。「殿と妾天のめぐ













































































































































⑫徳田武 f日本近世小説と中国小説J（青裳堂書店、 1987）「『朝顔日記jと f桃花扇Jr通俗金趨伝』」。
????
＠『読本 ［よみほん］事典一江戸の伝奇小説J（笠間書院、 2008）大高洋司「カバー写真解説J。
＠曲亭馬琴 I本朝水計伝を読井批評J（天保四 (1833）年成）。本文は 『曲亭遺稿J（国書刊行会、
1911）に拠る。なお、馬琴の雅文体小説批判は、既に 『燕石雑志J（文化八 0811）年刊）に見え
る。
＠『増補外題鑑j（天保九 0838）年刊）「諸家新編稗史之部J（横山邦治編 『和泉書院影印叢刊第3
期49 増補外題鑑』、和泉書院、 1985）。
（付記）一次資料からの引用に際し、旧字・異体字は新字・通行の字体に改め、句読点・カギ括弧・
改行を適宜施した。また、引用文中の筆者による注記は、（＊）の中に表した。
＊討議要旨
大高洋司氏は、 ①大田南畝にと っての読本の理想とは都賀庭鐘「英草紙」「繁野話」や上回秋成
「同月物語J等の流れのものであったのか、 ②南畝の理想、を実現するような作品を、狂歌師である長
根が書いた理由は何なのか、 ③南畝のこうした理想は後に破れていくと自分は考えるが、発表者はど
う思うのか、と訊ね、発表者は、 ①南畝は、新たな読本を模索した長根の姿勢そのものを評価した、
②天明年間に南畝と長根は狂文会において文章制作を共にしており、そのような場で読本観を議論し
影響を与え合ったと推測できる。しかし具体的な資料がないため明らかではない、 ③南畝は「濡衣双
紙jを賞賛しているが、つづく第二作については何の言及もないため、双方の読本観に相違点があっ
たとも考えられる、と答えた。
ロパート・キャンベル氏は、「勧戒」と「議論」を区別する様式等の基準があるのか、と訊ね、発
表者は、「勧戒」は仇討話を中心に善悪がどのように分かれるのかという機軸を探り、「議論jについ
ては登場人物同士が議論する場面をすべて摘出し、共通の要素を分析したものである、と答えた。
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?
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